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関欝理 !
陸上自衛隊では10月中の実弾射撃

をつぎのとおり行ないます.

実施場所=池田射撃場 j 

実施日程=6日-9日 11日-15日

19日'-20日 228 26日-Z7日
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(
こ
こ
を
と
「
て
く
だ
さ
い
む

待望のプーノレが大村と松原

の二つの小学校にで、きま し

た。

プーノレ聞きにこどもたちは

余夏の陽ざしを浴びて元気

に泳ぎ、プールサイドの人

々もさすがに喜びの表情は

かくしきれず、みんなの顔

もほほえんでいました。

大村小学校プール〈写莫と〉

総工費=2，825，000月

横11米縦25米 6コース

松原小学校プーノレ〈写真下〉

総工費=2，550，000耳

横10米縦25米 5コース

たちの

プーノレができた畠ノ

ぼく

O 

F 
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M

秋
を
迎
え
て
H

一

い
よ
い
よ
秋
の
取
入
れ
も
近

-

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
農
繁
一

期
に
は
い
る
前
に
、
ぜ
ひ
し
一

て
治
き
た
い
の
が
家
屋
の
修
司

理
で
す
。
台
風
も
九
月
は
も
一

ち
ろ
ん
十
月
ま
で
は
安
心
で
一

き
ま
せ
ん
。
台
風
で
一

番
こ

一

わ
い
も
の
は
家
の
倒
壊
で
す
一

土
台
が
し
っ
か

b
し
て
い
る
一

か
ど
う
か
‘
よ
く
調
べ
ま
し
一

ょ
う
。
ま
た
壁
や
窓
が
や
ぶ

-

れ
て
い
る
と
そ
こ
か
ら
風
が
一

吹
き
こ
ん
で
屋
根
が
そ
っ
く
一

り
は
ぎ
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
一

b
ま
す
。
い
ま
の
う
ち
十
分
-

な
補
強
を
怠
ら
ぬ
よ
う
心
が
』

け
ま
し
ょ
う
.
ま
た
収
穫
期
一

は
農
家
で
は
一
番
忙
し
い
と
一

き
で
す
。
と
b
残
さ
れ
る
幼
一

い
子
供
を
日
本
脳
炎
や
え
き
-

り
な
ど
の
病
魔
か
ら
守
る
た
U

め
、
残
暑
の
き
び
し
い
戸
外
一

で
帽
子
も
か
ぶ
せ
守
遊
ば
せ
一

た
り
、
買
い
喰
い
な
ど
を
さ
一

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
-
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図
書
館
よ
り
お
し
ら
せ

大
村
市
立
図
書
館
は
図
書
の
整
理
の
た
め
、

次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

期
間

九
月
二
十
四
日
よ
り

十
月
三
日
ま
で
十
日
間

海の音 (壷井栄〉

シヤボテ，ン小百科(主婦の友社〉

植物百科図鑑〈集英社〉

昆虫百科図鑑(グ〉

黒h落田(秋永芳郎〉

苔類図鑑 (六月社〉

有用竹類図鑑〈グ)

動物観察事典 (11)

労仇組合と法律〈有信堂)

倫理学基本(山崎照雄》

世界青春文学名作選(学習研究社〉

日本青春文学名作選〈グ〉

大阪市区別地図地名総覧(人文社〉

日本科学技術史大系(第一法規〉

日本展望(毎日新聞社〉

新
し
い
本
が
つ
き
ま
し
た

み
ん
な
で
本
を
読
み
ま
し
ょ
う

オリンピック東京大会(時事新聞社〉

サイエンスライプラリー〈ライフ社〉

盆栽の仕立方(坂東澄夫〉

四本経済の分析と展望(毎白新開社)

日本の歴史(中央公論社〉

原色日本淡水魚類図鑑 (保育社)

原色日本両生は虫類図鑑 (グ〉

続原色日本高山植物図鑑〈グ〉

続原色熱帯魚図鑑〈グ〉

原色果実図鑑 (グ〉

理科年表 〈東京天文台)

日本の国立公園(学習研究社〉

西日本会社要覧(西日本新聞社〉

新書太閤記(読売新聞社〉

六法全書(有斐閣〉

グ
は
り
h
q
h

ゲ
き
ゅ
う
h
u

を

う
け
る
と
き
に
は
・
:

国
民
健
康
保
険
で
は
、
は
b

き
ゅ
う
の
施
術
を
う
け
ら
れ

る
場
合
も
そ
の
費
用
の
で
部

を
負
担
し

て
お
り
ま
す
。

は
り
、
き
ゅ
う
の
施
術
を
う

け
る
と
き
は
次
の
こ
と
に
注

意
し

て
く
だ
さ
い

。

一
、
国
民
健
康
保
険
で
施
術
を

う
け
る

こ
と
の
で
き
る
回
数

は
被
保
険
者

一
人
一

カ
月
に

-ーーーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーーー一一一一一・

そ
れ
グ
集
中
豪
雨
だ

五
回
以
内
で
あ
る

こ
と。

保
険
者
証
と
印
か
ん
を
忘
れ

一一
、
施
術
を
う
け
た
と
き
の
費

な
い
よ
う

に
す
る

こ
と
。
忘

用
の
う
ち
次
の
金
頬
を
市
が

れ
る
と
全
額
自
己
負
担
に
な

負
担
し
ま
す
。

り
ま
す
一.

は
り
、
又
は
き
ゅ
う
一

術
に

四
、
施
、術
を
う
け
た
ら
施
術
担

っ
き

五
十
円

当

者
。
示
す
書
類
に
確
認
印

は
り
、
き
ゅ
う
二
術

に

つ

き

を

押

し
て
く
だ
さ

い
.

七
十
五
円

五

、
施
術
を
う
け
た
ら
被
保
険

あ
ん
ま
は
対
象
外
で
す
。

者
証
は
持
ち
帰
り
大
切
に
保

三
、
施
術
を
う
け
る
と
き
は
被

管

し
て
く
だ
さ

い
.

台
風
の
来
襲
に
件

い、

集
中
豪
雨
は
二
百
ミ
リ
を
越
え
た
。

各
河
川
は
増
水
し
、
池
田
の
堤
も
あ
ふ
れ
、
水
が
池
田
住
宅
に

流
入
し
て
い

る
:
:
:
。
と
の
想
定
で
、
九
月
九
日
早
朝
水
防
く

ん
れ
ん
が
行
な
わ
れ
ま
し
た。

地
元
の
人
た
ち
も
長
ぐ
つ

を
は

き
、
ふ
ろ
し
き
づ
つ
み
を
持
っ

て
、
じ
ん
け
ん
に
訓
練
に
参
加

し
、
大
成
功
の
う
ち
に
沿
わ
り
ま
し
た
。

f 
d 

〆"、

也



秋
の
交
通
安
全
運
動

昭和40年 9月20日

九
月
二
十
五
日
か
、
り

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
十
五
日
か
ら
十
日
間
全

国
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
だ
ん

す
る
と
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
事
故
に
出
あ
っ
た
b

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可り大村市 政だよ(3) 

子供だちのアイデヤがいっぱい
小学生、中学生の夏休み中の作品展が9月8日から 3日間中央公民館で院か

れました。出品された作品には子供たちのアイデヤと努力があふれ、りっぱ

なものばかりでした。出品点数は530点。

---.豚コレラの予防注射内}吋~

戸¥

起
し
た

D
し
て
、
一
生
不
幸
た
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
.

と
く
に
九
月

一
日
か
ら
は
道
路
交
通
法
も
新
し
く
改
正
さ

れ

τい
ま
す
.
市
民
の
み
な
さ
ん
、
一
人
一
人
が
法
律
で

定
め
ら
れ
た
こ
と
を
よ
く
知
り
、
よ
く
守
っ
て
、
明
る
い

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
.

今
度
の
沿
も
な
目
標
は
つ
ぎ
の
と
た
り
で
す
。

V

道
を

わ
た
る
と
き
は
、
左
右
を
見
て
か
ら
わ
た
り
ま
し
ょ
う
.

V

パ
イ
ク
の
事
故
が
多
い
よ
う
で
す
.
と
く
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
マ
自
動
車
や
パ
イ
ク
の
整
備
を
十
分
に
行
な
い

ま
し
ょ
う
.

豚 コレラの予防注射を行ないます.ー

6ヵ月以内に予防注射を受けていな

い豚を飼って治られる方は農協支所

に申 し出て注射を受けてください.

1 0月4日-7El 

1 0月 12臼-14日

1 0月 15日

1 0月 16日

1 0月19日20 Iヨ

1 0月22日

大 村

村

下

土

田

浦

瀬、

瀬

西

大

萱

萱

鈴

三

一一一一一
一
一一一一一一

一一一一一
一
一一一一

一一一一一一

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
内
中
諏
訪
一
一
以
一の
井
千
義

久
さ
ん
は
妻
孝
子
さ
ん
の
忌

明
に
、
ま
た
、
竹
松
部
隊
の

一
隊
員
の
方
か
ら
社
会
福
祉

事
業
資
金
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

注射手数料

く20 Kg以下)==0 6 0円

( 20 Kg以上) ~ 1 1 0円

金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

ま
た
.
間
芸
高
校
生
活
科
一

年
生
一
一
同
は
、
長
崎
市
崖
く

み
7

れ
被
災
見
舞
金
と
し
て
金

一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

豚

豚

仔

親

発df:reJゑ容だ初!

ぜ翌年ち
F 

ー同
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白一一心
国勢調査
昭和40年10月1日
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お
し
ら
せ
「同

1
1
4
J
I
l

り

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射

犬
の
登
録
と
第
二
回
目
の
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
つ
ぎ
の

と
語
り
行
な
い
ま
す
。
こ
の

日
程
が
終
っ
た
あ
と
、

未
登

録
、
未
注
射
の
犬
は
捕
獲
さ

れ
ま
す
。

マ
対
象
と
な
る
犬

生
後
九
十
一
日
以
土
の
犬

[

l

マ
手
数
料

認
圃
登
録
:
・
一
頭
に
付
三
百
円

働
圃

注

射

:

・

百

八

十

円

郵

盟

話
二
臨

一一一第門口
q
b
 

9
-月凋

斗年
内

J
nペ
U和昭

11 

昭和40年 9月20日

実施期日 実施場所 実施時間

10月 1日 大村市役所 9.00-16.0。
1/ 4日 消 防 署 9.00-14.30 
1/ 1/ 大多武公民館 15.00-16.00 

I1 5日 今村公民館 10.00-10.30 
I1 1/ 溝陸公 民 館 11.00-11.30 
〆ノ H 三浦出張所 13.00-14.00 
1/ んF 農協西部支所 14.30-15.00 

I1 6日 鈴田出張所 9.30-14.00 
I1 庁 岩松駅横広場 14.30-16.0。
1/ 7 EI 西大村出張所 9.30-16.0。
fノ 8日 諏訪公民館 9.30-12.0。
I1 〆/ 池田公民館 13.30-14.30 
〆/ 〆/ 徴神堂広場 15.00-16.00 

が 11日 黒木停 留 所 10.00-10.30 
ノ/ I1 黒木小学校 11.00-11.30 
1/ I1 萱瀬出張所 13.00-14.30 
I1 ん' 宮代停留所 15.00-15.30 
f/ fノ 農協第一支所 16.00-16.30 

12日 竹 松 出張所 9.30-16.00 

1/ 13日 福 重出 張所 9.30-15.00 

I1 14日 野岳湖停留所 9.30-10.0Q 
I1 〆/ 東光寺公民館 10.30-11.00 
1/ I1 武留路公民館 11.30-12.00 
1/ ノ/ 松原 出張所 13.30-15.30 

/ノ 15日 大 村保健 所 9.00-15.00 

な
告
、
犬
は
必
4
1
く
さ
り
か

丈
夫
な
ひ
も
で
引
い
て
き
て

く
だ
さ
い
。

一一一
一
一一

一一

一一

一一
一一
一一

フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
を

一一

一一
一一
一一

一一
一一

習
い
ま
し
ょ
う

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
講
座
を

開
設
し
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
ど
う
ぞ
ふ
る

っ
て
ご
参

加
下
さ
い
.

マ
教
室

中
央
公
民
館

一

マ

期

間

と

開

講

日

一

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
十
二
…

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

.

マ

時

間

一

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

一

マ

申

込

一

市
内
在
住
の
方
は

εな
た
で
…

も
け

つ
こ
う
で
す
。

九
一
月
二

一

十
八
日
ま
で
に
公
民
館
事
務

一

室
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

一

友
語
、
期
目
前
で
も
定
員
に

-

な

D
ま
し
た
ら
締
切

b
ま
す

E

マ
講
師

仙
波
ミ
ツ
子
先
生

，( 

うよど相α開設ら

社
会
福
祉
協
議

会
は
、

市
内
に

烏
け
る
社
会
福

祉
の
伸
展
を
考

え
、
住
み
よ
い

明
る
い
街
づ
く

り
を
促
進
し
、

社
会
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め

に
置
か
れ
て
い

ま
す

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
ば

常
に
い
ろ
ん
な
心
配
ご
と
、

=
一
一
一
一
=
=
一
一

=
一
一
=

市
民
音
楽
会
の
ご
案
内

第
六
回
市
民
音
楽
会
を
催
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ど
う

ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い

マ
時
日
と
時
間
十
一
月
三
日

十
二
時

t
十
七
時

マ

会

場

中

央
公
民
館

マ
参
加
資
格

大
村
市
民
で
音

楽
を
本
業
と
し
な
い
団
体

(
グ
ル
ー
プ
)
又
は
個
人

マ
出
演
所
要
時
間

個
人
・
・
・十
分
以
内

団
体
・
・
・
十
五
分
以
内

マ
申
込

十
月
+
日
ま
で

=
=
=
=
一
一
=

=

=

市

内

沖

田

郷

の

城

代

芳

雄

さ

交
通
安
全
の
映
画
会

ん
は
、
交
通
事
故
で
・
な
く
な

大
村
市
文
通
安
全
母
の
会
で

ら
れ
た
長
女
玲
子
さ
ん
の
忌

は
、
つ

ぎ
の

と
沿
b
映
画
会

i

明
に
道
路
横
断
用
黄
色
旗
三

を
行
な
い
ま
す
。
市
民
の
み

い弱プザ
百
本
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

な
さ
ん
告
さ
そ
い
あ
わ
せ
て

‘
a

市
で
は
市
内
の
交
通
の
は
け

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。I

l
l
l

し
い
所
に
配
布
し
ま
し
た
。

9
月

釘

日

9
月

お

日

9
月

却
日

9
月

初
日

目
月

1
日

因
り
ご
と
が
つ
き
ま
と

っ
て

い
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

市
民
み
な
さ
ん
の
中
で
治
困

り
に
な
っ
て
い
る
方
の
力
に

な
る
た
め
、
毎
週
水
曜
日
に

心
配
ご
と
相
談
所
を
大
村
駅

通
り
山
口
宅
で
開
い
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
相
談
内
容
に

つ
い
て
い
広
他
に
洩
れ
る
こ
と

申
込
み
用
紙
は
中
央
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

正

法

寺

諏
訪
公
民
館

美
天
神
社
会
館

松

原

小

学

校

萱
瀬
公
民
館

※
時
聞
は
午
後
七
時
か
ら

は
あ

b
ま
せ
ん
。
気
軽
に
出

-

向
い
て
相
談
し
て
下
さ
い
。
.

こ
の
ほ
か
に
本
会
の
事
業
と
一

し
て
は
低
所
得
者
に
対
す
る
一

世
帯
更
正
資
金
、
福
祉
資
金
一

の
貸
付
け
、

内
職
の
治
世
話
-

青
少
年
の
健
全
育
成
、
保
健
…

衛
生
な
ど
が
あ
り
、
市
民
の
一

み
な
さ
ん
の
福
祉
向
上
の
た
一

め
に
関
係
機
関
や
民
生
委
員
一

協
議
会
な
ど
と
協
力
し

て
活

-

動
し
て

い
ま
す
。
な
お
会
長
一

に
は
宮
田
保
二
氏
が
八
月
十
一

三
日
付
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
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忌
明
に
黄
色
旗
を
寄
贈
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一
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公
益
質
屋
公
売
会

マ
と
き

九
月
二
十
八
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ
中
央
公
氏
館


